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まえがき―皇室の永続に「皇族の確保」は不可欠―

１ 皇室の在り方を改める「特例法」管見

２ 新しい「皇族女子宮家」の在り方

３ 皇女の敏宮は宮家当主、和宮は将軍正室

４ 新設宮家も現存宮家と同一要件で

５ 典範の改正に必要な皇室のご意向確認

６ 渡邉允元侍従長の伝えた皇室のご意向／付 文庫「後書き」

７「皇室会議」の現行規定と改正への提案

８ 著名な皇統男系論者への疑問

９ 政府案による近未来の皇室像への不安

10「ご譲位」実現の画期的な意義の再確認

11「万世一系」の天皇は「皇統に属する皇族」から

12 不可解な「皇室の祀り主は男系男子」論

13 宮中と神宮・勅祭社の祭祀担当者たち

14「皇族数の確保」政府案の必要性と法形式

15 国会「与野党協議」初会合の或る報道寸評

16「協議先送り」に切実な反省と真剣な努力

17 ある中世史家の曖昧な「象徴天皇」論再考

18 天皇・皇族の行幸啓と公務の分担

19 皇位継承者の要件は「皇統に属する皇族」のみ

20 天皇主催・成年皇族参列による「園遊会」の在り方

21 皇室典範特例法「附帯決議」有識者ヒアリング公述所見

あとがき―既刊拙著との関連―
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